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 シンチレータは蛍光体の一種であり、X 線等の高エネルギー放射線を吸収し蛍光を示す機能性

材料である。シンチレータによる一般的な放射線測定は、シンチレータと光電子増倍管のような

光電変換素子を組み合わせて測定を行う。近年、光電変換素子の進歩により近赤外域のシンチレ

ーション発光も検出が容易になった。その一方で従来のシンチレータの多くは紫外可視発光を示

すものが中心に研究されており、近赤外発光に関するシンチレータの研究例は多くはない。希土

類タンタル酸塩（LnTaO4; Ln=Y, Sc, La, Gd, Lu）は蛍光体として注目されており、その発光特性は

広く研究されている[1]。特に GdTaO4は高密度（8.8 g / cm3）のため、シンチレーション材料とし

て期待される。そこで近赤外域での発光が期待される発光中心として Pr を少量添加した GdTaO4

を FZ法により作製し、フォトルミネッセンス(PL)、シンチレーション特性を評価した。 

 原料粉末には Gd2O3（4N）、Ta2O5（4N）、Pr6O11（4N）を用いて混合し、混合した粉末を静水圧

プレスで成形した後、1400 ℃で 8時間の焼結を行った。焼結した試料を FZ 法により作製した。 

Fig. 1 では、Pr添加 GdTaO4試料の PL減衰曲線を示す。計測された減衰曲線は 1成分の指数関

数で近似することができ、71.9 μsという値が算出された。この値は、報告されている Pr3+由来の

PL減衰時定数[2]と酷似していた。Fig. 2 では、Pr添加 GdTaO4試料のシンチレーションスペクト

ルを示す。加えて、挿入図では赤外領域（700-1600 nm）での計測結果を示す。得られたシンチレ

ーションスペクトルから Pr3+の 4f-4f 遷移に由来する発光が観測された。本講演では、Pr を 0.1-

1.0%添加した GdTaO4試料におけるシンチレーション特性について詳細に報告する。 

  

Fig. 1 PL decay curve of Pr-doped GdTaO4. Fig. 2 Scintillation spectra of Pr-doped GdTaO4. 
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